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問
　
現
在
、
給
水
管
が
こ
の
よ
う
な

状
態
（
左
図
参
照
）
に
な
っ
て
い

る
家
庭
や
事
業
所
は
、
瀬
戸
内
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依

頼
の
上
、
早
急
に
切
り
離
し
て
く

だ
さ
い
。

　
上
水
道
施
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

お
知
ら
せ

　
上
水
道
の
給
水
管
に
、
井
戸
水

な
ど
の
管
や
そ
の
他
設
備
に
使
用

す
る
管
を
直
接
連
結
す
る
こ
と
を

「
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い

い
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
井
戸
水
な
ど
が
給

水
・
配
水
管
へ
逆
流
す
る
こ
と
が

あ
り
、
水
質
汚
染
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
水
質
汚
染
に
よ
り
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

は
水
道
法
で
固
く
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

給
水
管
へ
の
誤
接
続

  （
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
）

▷
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
例

知っ得！
せとうち便せとうち便

一人一人が
ルールを守り、
正しい利用を
お願いします

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

  

後
期
高
齢
者
医
療

  

被
保
険
者
証
を
再
送
付

　
10
月
1
日
か
ら
一
部
負
担
金
の

割
合
に
「
２
割
」
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
９
月
下
旬
に
再
度

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
被
保
険
者
証
）
を
送
付
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
（
青
色
）
の

有
効
期
限
は
令
和
５
年
７
月
31
日

で
す
。

　
10
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
青
色
の

被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
紫
色
）
の
有
効
期
限
は
、
９
月

30
日
で
す
。
有
効
期
限
の
満
了
に

伴
い
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
個
人
で
責
任
を
持
っ
て
処

分
を
す
る
か
、
国
保
年
金
医
療
給

付
課
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
認

　
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用
・
標

　
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は
、
再

　
送
付
し
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
７

　
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
、
10
月
1
日
以
降

　
も
引
き
続
き
使
用
し
て
く
だ
さ

　
い
。

巻
之
百
四
十
七

保
存
修
理
を
終
え
た
鹿
忍
神
社

　　
今
回
の
修
理
に
よ
り
、
地
域
の

財
産
で
あ
る
神
社
を
美
し
い
姿
の

ま
ま
次
代
に
伝
え
残
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

神
社
と
そ
の
周
辺
に
は

　
　
鹿
忍
神
社
に
は
、
県
指
定
文
化

財
の
菩
薩
坐
像
（
本ほ
ん
じ
ぶ
つ

地
仏
）
と
市

指
定
文
化
財
の
男
神
坐
像
（
伝
菅

原
道
真
像
）
が
伝
え
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
神
社
背
後
の
山
頂
部
に

は
、
全
長
約
84
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
県
指
定
文
化
財
の
鹿
歩

山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
居
の
前
の
道
を
東
へ
少
し

行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
眺
望
は
瀬

戸
内
海
を
超
え
四
国
の
山
々
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
参
詣
の
前
後

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
が
、
全
面
に
軒
唐
破

風
造
の
向
拝
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と

で
整
っ
た
形
に
仕
上
げ
ら
れ
、
見

事
な
構
成
と
美
し
い
比
例
に
よ
っ

て
品
位
あ
る
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
世
に
誕
生
し
た
新
し
い
神
社

様
式
の
秀
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
指
定
重
要
文
化
財
の
建
造
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
屋
根
の
修
理

　
今
年
度
、
鹿
忍
神
社
総
代
会
が

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
本
殿
屋

根
な
ど
の
部
分
修
理
を
行
い
ま
し

た
。
長
年
の
雨
風
に
よ
り
劣
化
し

欠
損
し
た
屋
根
の
垂
木
や
板
材
の

一
部
の
交
換
補
修
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
屋
根
の
銅
板
の
一
部

を
交
換
し
雨
漏
り
を
防
ぐ
よ
う
に

修
理
し
ま
し
た
。

　
牛
窓
湾
の
中
央
や
や
西
寄
り
、

標
高
約
90
メ
ー
ト
ル
の
鹿か
ぶ
や
ま
歩
山
山

頂
か
ら
少
し
下
が
る
南
側
の
平
坦

部
に
鹿
忍
神
社
は
あ
り
ま
す
。

　
創
立
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
神じ

ん
ご
け
い
う
ん

護
景
雲
年
間
（
７
６
７

～
７
７
０
年
）
に
再
建
」
と
記
さ

れ
た
元
和
３
（
１
６
１
７
）
年
丁

己
５
月
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
神
は
、
奈
良
県
の
春
日
大
社

と
同
じ
天あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
根
命
、
布
津
（
経

津
）
主
命
、
武た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
、
姫
大

神
（
比
売
神
）
の
４
柱
と
山
田
彦

命
で
合
わ
せ
て
五
社
大
明
神
と
も

称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
神
話
な
ど
に
よ
る
と
、
武

甕
槌
命
と
経ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と

津
主
命
は
、
建
国
を

支
え
た
大
功
の
あ
る
武
神
、
天
児

屋
根
命
は
、
神
事
と
政
治
を
守
り

導
か
れ
る
神
様
、
山
田
彦
命
は
、

み
ち
び
き
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
る

猿
田
彦
命
の
第
二
王
子
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

寛
文
年
間
（
１
６
６
１
～

１
６
７
３
年
）
に
は
、
池
田
光
政

公
に
よ
り
社
領
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
の
例
祭
で
は
、
神
輿
に
毎
年

１
柱
ず
つ
神
々
が
交
代
し
て
乗

り
、地
域
を
巡
幸
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
々
に
囲
ま
れ
静
寂
な
境
内
に

は
、
備
前
焼
の
狛
犬
１
対
が
拝
殿

前
参
道
の
両
脇
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
、
18
世
紀
中

頃
の
再
建
で
す
が
、
近
世
初
期

に
お
け
る
新
し
い
神
社
様
式
で
、

正
面
3
間
、
側
面
２
間
の
平
面

で
正
面
全
面
に
向
拝
が
付
き
、

千ち
ど
り
は
ふ
つ
き

鳥
破
風
付
入
母
屋
造
の
屋
根
が

付
き
、
周
囲
に
擬ぎ

ぼ
し
こ
う
ら
ん

宝
珠
高
欄
付
の

回
縁
が
付
き
ま
す
。

　
屋
根
と
身
舎
の
構
成
に
困
難
さ

修理を終えた本殿 鹿忍神社境内と拝殿

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る

人
に
は
負
担
を
抑
え
る
配
慮
措

置
が
あ
り
ま
す

　

10
月
1
日
の
施
行
後
３
年
間

は
、
１
カ
月
の
外
来
診
療
の
窓
口

負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負

担
増
加
額
を
３
、０
０
０
円
ま
で

に
抑
え
る
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す

（
入
院
の
医
療
費
は
対
象
外
）。

　
配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し

と
な
る
人
に
は
、
高
額
医
療
費
と

し
て
事
前
に
登
録
し
て
い
る
口
座

へ
後
日
払
い
戻
し
ま
す
。

　
２
割
負
担
の
対
象
の
人
で
高
額

療
養
費
の
口
座
を
登
録
し
て
い
な

い
人
に
は
、
９
月
末
以
降
、
岡
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請

書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用

封
筒
に
て
返
送
く
だ
さ
い
。

※
口
座
登
録
の
申
請
書
は
必
ず
郵

　
送
で
届
け
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
や
地
方
自
治
体
の

　
職
員
が
、
電
話
な
ど
で
口
座
情

　
報
登
録
を
お
願
い
す
る
こ
と
や

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
通
帳
な

　
ど
を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

　
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察

相
談
専
用
電
話
、
ま
た
は
消
費

者
生
活
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
２-
３
９
５
８

　

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

問 問
　
市
で
は
、
令
和
4
年
度
市
民
活

動
応
援
補
助
金
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
令
和
4
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
5
年
３
月
31
日
ま
で
に

実
施
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
経
費
で
す
。

　
な
お
、
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
市
の
方
針
や
各
種

団
体
が
出
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問
申

  

ご
活
用
く
だ
さ
い

  

市
民
活
動
応
援
補
助
金

   

対
象
：
自
治
会
ま
た
は
自
治
会
の
連
合
体



　

返
納
が
必
要
な
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
か
ら
「
資
格
喪
失
後
の
受
診
に

係
る
療
養
給
付
金
の
返
納
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
入
通
知
書
も
同
封
し
ま
す
の

で
、
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
市
役

所
ま
た
は
通
知
に
記
載
し
て
い
る

お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
返
納
し
た
療
養
給
付
金

（
医
療
費
）
は
、
受
診
時
に
加
入

し
て
い
た
健
康
保
険
の
保
険
者
に

申
請
す
る
と
、
期
限
内
で
あ
れ
ば

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
清
掃
や

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
看
板
を
設

置
す
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
の
監
視

や
撤
収
な
ど
の
活
動
を
粘
り
強
く

続
け
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
全
て
の
人
が
等
し
く
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切

に
処
理
を
す
る
責
任
が
課
せ
ら
れ

て
お
り
、
不
法
投
棄
に
は
、
廃
棄

物
処
理
法
で
厳
し
い
罰
則
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
不
法
投
棄
を
見
か
け
た

ら
市
役
所
ま
た
は
瀬
戸
内
警
察
署

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
市
内
の
不
法
投
棄
パ

ト
ロ
ー
ル
を
市
環
境
衛
生
協
議
会

と
市
環
境
美
化
推
進
巡
視
員
、
瀬

戸
内
警
察
署
、
備
前
県
民
局
と
連

  

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問

募　
　

集

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定
免除）、納付猶予、学生納付特例を受けた期間がある
場合、保険料を全額納付した場合と比べて、老齢基礎
年金（65 歳から受けられる年金）の年金額が少なく
なります。
　そこで、将来受け取る老齢基礎年金を増額するため
に、10 年以内であればこれらの期間の保険料をさか
のぼって納める（追納する）ことができます。ただし、
免除などを受けた期間の翌年度から数えて３年度目以
降に追納する場合、当時の保険料額に一定の加算額が
上乗せされます。
　なお、追納された保険料は全額、社会保険料控除の
対象になります。

【注意事項】
　・一部免除を受けた期間に、残りの納付すべき保険料

　を納付していない場合は、追納できません。
　（例：３／４免除の期間を追納する場合は、残りの
　１／４の保険料を納めている必要があります）
　・老齢基礎年金を受給している人は、追納できません。
　・追納は、免除などを受けた期間のうち、原則古い期
　間の保険料から納めることになります。
　・追納するためには、申し込みが必要です。市役所国
　保年金医療給付課、各支所・出張所の窓口または年
　金事務所で手続きできます。

　国保年金医療給付課
☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所
☎０８６ - ２７０ - ７９２５（自動音声案内２番）
日本年金機構 HP　https://www.nenkin.go.jp/

国民年金保険料の 国民年金保険料の 追納追納  をお勧めします！をお勧めします！

問

問

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある人へ国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある人へ

日本年金機構
ホームページ

　
勤
め
先
や
家
族
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新

し
い
健
康
保
険
の
保
険
証
の
交
付

が
遅
れ
た
な
ど
の
理
由
で
、
市
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

使
っ
て
受
診
し
た
と
き
は
、
市
が

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
療
養
給
付
金
（
医
療
費
）
を
返

納
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

資
格
喪
失
後
受
診
に
よ
る
療
養

  

給
付
金
（
医
療
費
）
の
返
納

問

  
ご
協
力
く
だ
さ
い

  
就
業
構
造
基
本
調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に

基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
よ
り
便
利
に
回
答
で
き
る
よ
う

に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
回
答
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
を
お
願
い
す
る
世
帯
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問

ミミニニ手手話話ココーーナナーー
≪≪手手話話でで【【色色】】をを表表現現ししててみみよようう‼‼≫≫

右手の人差し指を

唇に沿って左から

右に移動させます

右手を開いてアゴ

のあたりから頬の

後ろ側に引きます

イラスト協力

右手の親指と人差

指を伸ばして、親

指の先を額に当て

て、人差指は２回

倒します

右手のてのひらで

髪をなでるように

おろします

  

市
職
員
を
募
集

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
受
験
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種
・
受
験
資
格

【
一
般
事
務
職（
高
校
卒
業
程
度
）】

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

①
一
般
枠　

②
移
住
・
定
住
枠

※
②
の
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
人

・
瀬
戸
内
市
内
に
住
ん
で
お
り
、

　
採
用
後
も
住
み
続
け
る
人

・
瀬
戸
内
市
出
身
者
で
、
採
用
後

　
に
瀬
戸
内
市
内
に
居
住
す
る
人

・
採
用
後
に
移
住
し
て
、
瀬
戸
内

　
市
内
に
居
住
す
る
人

【
土
木
技
術
職
】

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
で
、
土
木
の
専
門
課
程

を
修
了
し
た
人
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

※
い
ず
れ
の
職
種
も
学
校
教
育
法

　
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を

　
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と

　
認
め
る
学
校
な
ど
を
卒
業
ま
た

　
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

　
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き

　
ま
せ
ん
。

▽
年
齢
要
件

　
い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
採
用
予
定
人
数

　
い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

▽
採
用
年
月
日

　
令
和
５
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
・
場
所

　

・
１
次
試
験　
10
月
16
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～　
瀬
戸
内
市
役
所

　

・
２
次
試
験　
11
月
中
旬

※
日
時
・
場
所
は
１
次
試
験
合
格

　
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

8
月
25
日
（
木
）

　
～
９
月
22
日
（
木
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
９
月
22
日（
木
）

　
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類

　
市
指
定
の
受
験
申
込
書
、
受
験

　
票
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

※
受
験
案
内
と
市
指
定
様
式
は
、

　
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　
所
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
受
験
案
内
な
ど
を
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
市

　
役
所
採
用
試
験
受
験
案
内
請
求

　
●
●
希
望
」
と
朱
書
き
し
、
宛

　
名
を
明
記
し
た
A
４
サ
イ
ズ
の

　
返
送
用
封
筒
（
１
２
０
円
切
手

　
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
総
務

　
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
●

　
●
は
「
一
般
事
務
職
」
ま
た
は

　
「
土
木
技
術
職
」）。

　
　
　

総
務
課

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

HPhttps://www.city.setouchi.lg.jp/

問
申
資

  

創
業
塾
を
開
催
し
ま
す

　
市
で
は
、
創
業
に
必
要
な
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
、
専
門
家
の
講
義
に
よ
る
創

業
塾
を
備
前
市
、
和
気
町
と
合
同

で
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
創
業
塾
は
「
産
業
競
争
力

強
化
法
」
に
基
づ
き
、
認
定
を
受

け
た
創
業
支
援
事
業
計
画
の
特
定

創
業
支
援
事
業
に
該
当
し
、
修
了

者
（
４
日
以
上
出
席
）
は
創
業
関

連
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
対
象
者

　
こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て
い
る

　
人
、
創
業
し
て
間
も
な
い
人　

※
市
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
11
月
６
日
、
13
日
、
20

　
日
、
27
日
、
12
月
4
日
（
い
ず

　
れ
も
日
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

▽
定
員　
30
人

▽
受
講
料　
無
料

▽
申
込
方
法　

10
月
14
日
（
金
）

　
ま
で
に
産
業
振
興
課
に
配
布
し

　
て
い
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

　
　
産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
８
４

問
申

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
早
期
就
職
の
た

め
の
職
業
訓
練
で
す
。

　
今
回
、
10
～
12
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　
事
務
、
デ
ザ
イ
ン
、

　
介
護
福
祉
分
野
な
ど

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
～
６

　
カ
月
）
な
ど
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

　
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
高

　
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

　
機
構
岡
山
支
部
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

  
求
職
者
支
援
訓
練

  
受
講
者
募
集

問
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

  
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
に

  
な
り
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
人

の
不
安
の
解
消
に
向
け
た
支
援
な

ど
を
行
い
、結
婚
を
応
援
す
る「
縁

結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
10
月
５
日
（
水
）、12
日
（
水
）、

16
日
（
日
）
に
結
婚
を
応
援
し
た

い
人
向
け
の
講
座
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
随
時
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
政
策
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
１
５

問

あなたの結婚をサポート！あなたの結婚をサポート！

縁結びサポーター相談会縁結びサポーター相談会
を開催しますを開催します

　「結婚したいけれど出会いの機会がない」
「子どもの結婚について相談したい」など

の悩みはありませんか？
　市では、９月 24 日（土）に縁結びサポー
ターによる結婚についての相談会を実施し
ます。結婚に関する悩みがある人は、ぜひ
ご利用ください。
　申込方法や相談会の
詳細などは市ホームペ
ージでお知らせします
ので、ご確認ください。
　　 こども政策課
☎０８６９ - ２４ - ８０１５

市ホームページ市ホームページ
問申

  【
市
民
講
座
】

  

誰
も
孤
立
し
な
い
社
会
を
目
指
し
て

   

～
安
心
し
て
ひ
き
こ
も
れ
る
地
域
づ
く
り
～

　
瀬
戸
内
市
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ひ
な
た
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、「
令
和
４
年
度

多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
の
市
民
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸

理
事
長
の
奥
田
知
志
先
生
を
お
招

き
し
ま
す
。
奥
田
先
生
は
、
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

々
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
が
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
著
作
も

多
数
と
広
範
囲
に
活
動
し
て
い
る

先
生
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
19
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法　
氏
名
・
住
所
・
連

　
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
電
話
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　
れ
か
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問 ▽
申
込
期
限　
10
月
31
日
（
月
）

▽
定
員　
２
０
０
人

　
瀬
戸
内
市
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ひ
な
た

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
６
５
０

FAX
０
８
６
９-

２
２-

１
８
５
０

  

第
２
回
「
瀬
戸
内
市
民

  

芸
術
祭
」
始
ま
る
！

　
瀬
戸
内
市
民
に
よ
る
瀬
戸
内
市

民
の
た
め
の
文
化
・
芸
術
の
祭
典

「
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭
」
が
、
９

月
４
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
内

在
住
の
プ
ロ
の
芸
術
家
、
ま
た
文

化
・
芸
術
活
動
を
楽
し
む
市
民
の

大
人
、
子
ど
も
問
わ
ず
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
祭
典
で
す
。

　
会
期
中
は
、
文
化
・
芸
術
の
展

示
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
開
会
式
典
】
※
入
場
料
無
料

▽
日
時　

９
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
記
念
ス
テ
ー
ジ

　

・
歌
舞
伎　
　
　
中
村
橋
吾

・
ピ
ア
ノ
演
奏　
山
地
真
美

　

・
筝
曲
演
奏　
　
三
上
澄
明

・
吹
奏
楽
演
奏　
酔
聖
会

　
瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
５
９

  

第
９
回
「
つ
な
ぐ
…
展
」

  

瀬
戸
内
市
民
芸
術
祭

　
瀬
戸
内
市
文
化
協
会
で
は
、
瀬

戸
内
市
民
芸
術
祭　
第
９
回
「
つ

な
ぐ
…
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
協
会
会
員
有
志
な
ど
に
よ

る
展
示
お
よ
び
ラ
イ
ブ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
日
時

　
９
月
７
日
（
水
）
～
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
入
場
料　

無
料

▽
内
容　

絵
画
、
書
、
陶
芸
、
前

　
結
び
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
染

　
色
、
あ
や
つ
り
人
形
、
箏
曲
お

　
よ
び
茶
道
ラ
イ
ブ

※
箏
曲
ラ
イ
ブ
は
９
月
10
日
、
茶

　
道
ラ
イ
ブ
は
9
月
11
日
開
催

　
実
行
委
員
会
事
務
局　

松
川

☎
０
８
０-

２
９
１
３-

７
５
９
６

問

問

  

医
療
事
務
に
関
す
る

  

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集

　
「
医
科
医
療
事
務
科
」
の
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
立

北
部
高
等
技
術
専
門
校
美
作
校
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
要
件

　
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指

　
示
、
受
講
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

▽
募
集
期
間　

　
８
月
８
日（
月
）～
10
月
４
日（
火
）

▽
訓
練
期
間　

　

11
月
８
日
（
火
）
～
令
和
５
年

　
２
月
７
日
（
火
）

▽
訓
練
場
所　

岡
山
商
工
会
議
所

　

西
大
寺
支
所

▽
定
員　
10
人

▽
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法

　

住
居
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業

　
安
定
所
に
相
談
の
上
、
応
募
く

　
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

　

校
美
作
校

☎
０
８
６
８-

７
２-

０
４
５
３

問

　10 月 10 日（月・祝）は、「スポーツの日」。体を動かして、外遊びを楽しもう。
▷日時　10 月 10 日（月・祝）午後２～４時（受付あり）
▷場所　岡山村田製作所「グリーンフィールド」（邑久町福元１２９ー２／吉井川河川公園親水広場付近）
▷対象　市内在住、在勤の人
▷内容　体を動かす遊び（フットサルコート、バスケットコート、フリースペースあり）、廃材あそび（工
　　　　場内で使用する段ボールや気泡緩衝材などの材料あり）、ドローン体験教室（こども向け／悪天候
　　　　時は中止します）、移動遊び場「プレーカー」など
▷持ち物　ボールなどの遊び道具、動きやすい服装、十分な飲み物、タオルなど
▷参加費　無料
▷申込み　不要
▷定員　　なし　駐車場 60 台

こどもひろば
Facebook

　こどもひろばサポート　☎０８６９ - ２２ - ２ ６ ８ ２問

子育て応援
サイト

外遊びを楽しもう！外遊びを楽しもう！外遊びを楽しもう！外遊びを楽しもう！

結婚支援の結婚支援の
情報はこちら情報はこちら

引き続き感染拡大防止へのご協力をおねがいします引き続き感染拡大防止へのご協力をおねがいします

　オミクロン株は、感染拡大の速度が非常に速いのが特徴ですが、このウイルスに　オミクロン株は、感染拡大の速度が非常に速いのが特徴ですが、このウイルスに
対しても基本的な感染対策が有効です。対しても基本的な感染対策が有効です。
　大切な人や私たちの日常を守るためにも基本的な感染対策の徹底をお願いします。　大切な人や私たちの日常を守るためにも基本的な感染対策の徹底をお願いします。
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　８月 3 ～４日、岡山県立邑久高等学校で邑久高校の生徒が、

体育館の外壁にズグラッフィート作品の制作を行いました。

　市では、若い世代の地域への愛着や関心を向上させ、持続可

能な地域社会を担う人材の育成につなげることを目的に 、市

内唯一の高校である 邑久高校と連携した取り組みを行ってい

ます。

　今年度の取り組みの一つとして、 団体「 POLISH ART AND 

SCIENCE MISSION IN JAPAN 」 と 邑久高校 、瀬戸内市が連携し

て「ズグラッフィートイン瀬戸内市～オープン美術館」事業に

取り組んでいます 。本事業は、 ポーランド出身で、 瀬戸内市在

住の画家ラデック・ プレディギエル氏から、ヨーロッパ文化で

ポピュラーな伝統技法「ズグラッフィート」を用いて、 生徒が

その歴史や制作手順を学び、 体育館の外壁にズグラッフィート 

作品を制作するというものです 。

　壁画制作に参加した生徒は、ズグラッフィート制作の面白さ

や奥深さを体感していました。

マッシュルームの三杯酢和え
◆作り方
①マッシュルームは半分に切り、

　ゆでてザルにあげ、水気をきる。

②大葉は千切りにする。

③ちりめんはオリーブ油で

　カリカリになるまで炒める。

④ A を混ぜ、①を和える。

⑤器に盛り、②、③をのせる。

＊炒めたちりめんを多めに作り、おにぎりやサラダ

　に混ぜても良い。●マッシュルーム（200g）
●ちりめん（小さじ２）
●オリーブ油（適量）
●大葉（１枚）

●酢（大さじ１）
●しょうゆ（大さじ１）
●みりん（大さじ１）

問
　　　　　　　 牛窓支部栄養改善協議会　　　　　　　 牛窓支部栄養改善協議会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１

◆材料（２人分）◆材料（２人分）

Ａ

催
し
物

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

　

瀬
戸
内　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ

　
瀬
戸
内
海
は
穏
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
日
本
で
最
も
潮
流
が

早
い
海
域
で
す
。
約
７
０
０
も
の

島
々
が
存
在
し
て
い
る
地
形
の
複

雑
さ
が
、
潮
流
の
強
さ
を
助
長
し

て
い
ま
す
。
そ
の
潮
流
の
水
位
差

と
速
度
差
に
よ
っ
て
水
流
に
回
転

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
が
鳴

門
海
峡
で
す
。

　
ア
ー
ト
の
世
界
で
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
一
見
穏

や
か
な
人
の
心
の
内
に
は
、
世
の

中
の
も
の
の
見
方
を
変
え
よ
う
と

か
、
思
い
出
や
記
憶
に
残
る
も
の

を
必
死
に
描
き
と
め
て
お
こ
う
と

い
う
人
間
の
営
み
が
、
小
さ
な
渦

と
な
り
、
や
が
て
大
き
な
渦
と

な
っ
て
目
の
前
に
出
現
し
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ
と
い
う
言
葉
は
、

人
間
が
思
考
す
る
道
筋
は
直
線
で

は
な
く
、
ら
せ
ん
状
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
企
画
展
は
、
瀬
戸
内
の
景

色
や
風
土
、
文
化
に
育
て
ら
れ
た

作
家
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
を
切
り
開
く
作
家
に
焦
点
を
当

て
た
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
期
間　
９
月
６
日�（
火
）
～
25

　
日
（
日
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、オ
リ
ー
ブ
会
員（
友

　
の
会
）・
中
学
生
以
下
無
料

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日　
９
月
12
日
（
月
）、

　
20
日
（
火
）

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

工藤あゆみ "IO RESTO A CASA(I STAY AT HOME)" シリーズより工藤あゆみ "IO RESTO A CASA(I STAY AT HOME)" シリーズより
「よい結果を得るための「我慢」を学んでいます。」2020 年「よい結果を得るための「我慢」を学んでいます。」2020 年

問

　　いい   つまでもお元気で   つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い100 歳を迎えた高齢者をお祝い 　

　4 月 18 日に満 100 歳を迎えた島岡良雄さん（牛窓町）のお祝

いに、武久顕也市長らが訪問し、お祝い状などを贈呈しました。

　大阪市で 5 人きょうだいの長子として生まれた島岡さんは、両

親が商売をしていた影響から、衣料品の商売をしていたそうです。

結婚し、1 男 1 女をもうけ、大阪府茨木市で息子夫婦と同居して

いましたが、15 年前に息子夫婦が農業をするために牛窓に移住。

その 5 年後に島岡さんも牛窓に移住して来られました。毎日 2

キロ歩くことを日課としていて、長ければ 3 キロ歩く日もある

そうです。

　長寿の秘訣は、「よく食べて、よく運動して、よく寝ること」。

　島岡さん、これからもますますお元気でお過ごしください。

　
敬
老
の
日
は
、
瀬
戸
内

市
立
美
術
館
の
観
覧
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

　「
敬
老
の
日
」
の
た
め

65
歳
以
上
の
人
は
観
覧
料

が
無
料
。
年
齢
が
確
認
で

き
る
も
の
を
受
付
で
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

炭田紗季「誘惑」2022 年炭田紗季「誘惑」2022 年

　　邑邑   久高等学校生徒が壁画制作に挑戦　　　  久高等学校生徒が壁画制作に挑戦　　　体育館の外壁にズグラッフィート作品を制作体育館の外壁にズグラッフィート作品を制作

武久市長、ご家族の皆さんと一緒に
写真撮影をする島岡さん（写真前列左）

　　馬馬   場桜佑さんがせとうち PR 大使に　　  場桜佑さんがせとうち PR 大使に　　　　　　　　　　　　瀬戸内市の PR 大使に就任　　　　　　　　　　瀬戸内市の PR 大使に就任

　瀬戸内市の歴史、文化、自然環境などの特性を活かした魅力お

よび観光情報などを市内外に広く発信し、市のブランドイメージ

と知名度の向上を図るため、瀬戸内市出身でトロンボーン奏者の

馬場桜佑さんが７月 30 日からせとうち PR 大使に就任しました。

　これから市の魅力を広く情報発信してもらいます。

　委嘱期間は、７月 30 日から令和６年３月 31 日までです。

武久市長と PR 大使に就任した馬場桜佑さん（写真右）


